
令和２年１０月
№１0

山梨県少年サポートネット推進協議会
愛称：スマイルサポートプロジェクト（スマサポ）

《事務局》
山梨県教育委員会 生涯学習課

青少年保護育成担当
TEL 055-223-1357

スマサポQ＆A②
スマサポに寄せられた質問にお答えします

毎年恒例の稲刈り体験を行いました。

参加団体等
・少年補導員連絡協議会
・警察本部少年サポートセンター
・韮崎警察署
・南アルプス警察署
・山梨県遊技業協同組合
・その他ボランティア

毎年、長年立ち直り支援にご尽力していただいている韮崎市内
にお住まいの久保田さんのお力を借り、田植えと稲刈りの体験活
動を行っています。
今年は新型コロナウイルス感染症の影響により、田植え体験を

行うことができず、稲刈り体験の開催も危ぶまれていました。
そのような情勢の中、今回の稲刈りも久保田さんに協力してい

ただけることになり、感染症対策を徹底して、稲刈り体験を実施す
ることとなりました。
当日の天気予報は雨となっていたため「今年は稲刈りもできない

のかな」と残念な気持ちになっていましたが、当日は天候にも恵ま
れ、田んぼはぬかるんでいたものの無事稲刈りをすることができ、
貴重な体験をさせていただきました。
稲刈りをした後には、大工だった久保田さんの指導を受けて、ノ

コギリやのみといった工具を使い、木製の小さい台を作りました。
子どもたちは初めて使う工具に戸惑っていましたが、大人と力

を合わせながら丈夫な台を作り上げました。
体験活動の後には、久保田さんが育てたお米に韮崎警察署の

警察官が作ってくれたカレーを掛けて美味しくいただき、趣味や学
校での話をしながら親睦を深めました。
最後には、自分たちが作った台、久保田さんが栽培したお米や

野菜を両手いっぱいにいただき、久保田さんから「いつでもおいで、
次は木でテーブルを作るからね。」と声を掛けられてお土産をたく
さん持って自宅に帰りました。

初めて鎌で稲
刈りをして、
良い経験にな
りました。いつも楽しい体

験ができるので
楽しみにしてい
ます。 木製の台を作ったこ

とが楽しかった。家
に帰ったら庭に置い
て花を飾りたい。


